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安全で円滑な冬期道路交通を確保します！ 

～頻発する暴風雪を踏まえた今冬の取組について～ 

 

 

 
 

近年、北海道内では、大雪や暴風雪等の冬期災害が激甚化しており、吹雪や雪崩又はそれらのお

それなどにより長時間の通行止めが発生しています。 

北海道開発局では、今冬においても暴風雪時に備え、万全の除雪体制の下、安全で円滑な冬期道

路交通の確保に取り組みます。 

 

取組の詳細については、別紙１を参照願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道開発局では、今冬においても暴風雪時に備え、万全の除雪体制の下、安全で円滑な冬期

道路交通を確保します。 

 

【問合せ先】  国土交通省 北海道開発局  電話（代表）011-709-2311 

建設部 道路維持課 道路防災対策官  河上 誠 （内線 5389） 

建設部 道路維持課 課 長 補 佐  山中 重泰（内線 5821） 

建設部 道路維持課 課 長 補 佐  谷津  臣則（内線 5383）  

 北海道開発局ホームページ https://www.hkd.mlit.go.jp/ 



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

北海道開発局ホームページへはこちらから。

令和3年度 頻発する暴風雪を踏まえた
今冬の取組について

別紙１



国土交通省

北海道開発局近年の大雪、暴風雪による影響

○北海道では、H30.3低気圧の影響により、沿岸部では全道的に雪を伴って非常に強い風を観測し、暴風雪や大しけ、積雪が平年
より多い状況の中、太平洋側を中心に総降雪量が50センチ以上の大雪となり、スタック車両や故障車等を原因とする立ち往生が
発生し、26路線45区間（約944km）、国道の通行止めが発生しています。

◯近年、本州では大雪により大規模な立ち往生が発生し、通行再開や滞留車両救出に数日間要した事例が多数発生し、
住民生活や社会経済活動に影響しました。（R2.12関越自動車道（新潟県）約2,100台、解除に2日以上、R3.1北陸自
動車道（福井県）、約1,600台、解除に2日以上）

◯これらの事象を踏まえ、「人命を最優先に幹線道路上の大規模な車両滞留を徹底的に回避する」こととし、「道路ネッ
トワーク機能への影響を少なくする」よう、冬期災害に備え安全で円滑な道路交通の確保に取り組みます。

食料、毛布などの救援物資の準備状況
（国道38号富良野市）H30.3

通行止め解除待ち車両の渋滞
（国道237号占冠村）H30.3

取組の背景

大型車のスタック状況
（国道38号富良野市）H30.3
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国土交通省

北海道開発局今冬の取組について
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〈課題１〉躊躇ない予防的・計画的な通行規制

◯立ち往生が発生した又は発生のおそれがある場合には、地方単位

にこだわらず広範囲に躊躇なく予防的・計画的な通行規制を行う

必要がある。

〈取組内容〉

◯予防的通行規制区間の設定(H26)

◯数年に一度の暴風雪時に躊躇なく通行止めを行うタイムライン

◯除雪体制の強化・整備

◯降雪の状況により通行止めの可能性が高まった場合には、広域移動の自粛や広域迂回の呼びかけを繰り返し行う必要がある。

◯滞留が発生した場合には、様々な手段を活用し、滞留車等に対して、直接、定期的に、除雪作業や滞留排出の進捗、通行止めの解除見通

し等を情報提供する必要がある。

〈課題３〉繰り返しの呼びかけ、滞留車等への情報提供

〈取組内容〉

◯ＳＮＳの活用、ラジオ放送との連携による「立ち往生の予防」「拡大防止・早期解消」

◯北海道地区道路情報（Ｗｅｂページ）、道路情報板による道路情報の提供

〈課題２〉速やかな状況把握、乗員保護対応

◯立ち往生が発生した場合には、速やかに滞留状況を把握するとと

もに、関係機関と連携体制を構築し、滞留車両乗員の安否確認や

救出、救援物資の配布等を行うために必要な除雪状況、滞留状況、

車両排出の見通し等の情報を正確に共有する必要がある。

〈取組内容〉

◯道路情報収集の高度化により、滞留状況の把握（みちレポ、走行

車両事象検知システム）

◯立ち往生が発生した場合を想定した救出用機械の事前配備、放置

車両等の移動、乗員保護の対策



国土交通省

北海道開発局予防的通行規制区間の設定

○数年に一度の猛ふぶき等が予想される場合は、大規模な立ち往生の発生により、住民生活や社会経済活動に影響を及
ぼす通行止めの長期化を防ぐため、早い段階で躊躇無く通行止めをし、集中的に除雪を行うことで、早期の交通確保
を行います。

○大雪時に急な登り坂で大型車等が立ち往生しやすい26区間を予防的通行規制区間として設定し、関係機関と連携し
て大規模な車両滞留の発生を防ぎ、人命や社会経済活動への影響を少なくすることを目指します。

取組（1）躊躇ない予防的・計画的な通行規制
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国土交通省

北海道開発局

気象状況 行動内容

【1週間程度前】
●週間天気図等で７日先までの気象情報を調査し、
荒天の恐れがある場合タイムラインの行動を開始
（NEW）

・気象台へ今後の気象見通しなどを問合せ（気象情報収集）（NEW)
・道路管理者間で情報共有（NEW)

【3日程度前】
●災害級（警報級より一段上となるレベル）
の気象情報
「数年に一度の猛ふぶき」、
「外出は控えてください」など

・道路管理者合同オンライン会議（開発局、NEXCO東日本、北海道）（NEW)
・「気象情報、道路情報」について関係４機関※による緊急報道発表（記者会見の実施）

※関係４機関：開発局、運輸局、札幌管区気象台、NEXCO東日本 の４機関
開発局・NEXCO東日本は、予防的通行止め区間での通行止めの可能性、道路情報収集方法を紹介

・HP、twitter等による緊急報道発表の情報を掲載
・運輸局や各経済団体を通じて荷主や運送会社に呼びかけ
・各開発建設部の道路防災連絡協議会構成機関に緊急記者発表の周知
・連絡体制・待機計画を確認し、リエゾン(内部含む)派遣体制を確保

【1日前】
●○○地区気象情報
猛ふぶきが予想される地区や時間帯情報

・道路路管理者合同オンライン会議（開発局、NEXCO東日本、北海道）【常時接続】（NEW)
・道路情報について開発局とNEXCO東日本による報道発表（関係４機関による報道発表の場合もあり）

開発局・NEXCO東日本は、予防的通行止め予定箇所及び開始時間帯について発表（NEW）
・HP、twitter等による報道発表の情報を掲載

【6時間程度前】
●暴風雪警報の発令

・通行止め情報等の繰り返しの発信（各発信ツール等）
・道路巡回、除雪体制の強化
・迂回路の調整（迂回路を道路管理者間で確認・調整）

【3時間程度前】
●短文形式での気象情報
「数年に一度の猛ふぶき」、
「外出は控えてください」など

・予防的通行止めの開始
・通行止め区間内における車両の追い出し作業
・通行止め情報、迂回路等の繰り返しの発信（各発信ツール等）
・道路巡回、除雪体制の強化

【0時間】
●災害級の悪天（見通しが全くきかない猛ふぶき）

・予防的通行止め完了
・集中除雪の実施

○数年に一度の猛ふぶきが予想される場合は、予防的通行規制区間の通行止め予定情報等について、早め早めかつ繰り返
しの情報提供を行い、人命を最優先に大規模な車両滞留を徹底的に回避するため躊躇無く通行止めを行います。

○関係機関と連携し、タイムラインに沿った行動による予防的な通行止めを行い、大規模な車両滞留の回避や集中除雪に
よる早期交通開放を行い、社会経済活動への影響を少なくすることを目指します。

数年に一度の暴風雪時に躊躇なく通行止めを行うタイムライン

取組（1）躊躇ない予防的・計画的な通行規制

4※気象や事故等により、予防的通行止めの予定時間帯になる前に通行止めになることがあります。また、予防的通行規制区間ではない箇所において通行止めを行う場合があります。



国土交通省

北海道開発局除雪体制の強化・整備の取組

○ 大雪時の道路交通確保を目的に、平時の除雪に供する除雪機械とは別に、大雪時に広域運用が可能な除雪機械を
各拠点に配備。このことにより予防的通行規制区間をはじめとした直轄間支援のほか、自治体支援を容易にする。

○ 道央、道南、道北、道東の災害対策用機械配備拠点（４カ所）に加え、近年、暴風雪が頻発する網走・釧路地方
を補うため「網走」を拠点として増強。
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除雪トラック 10t級、6×6、IGSM 1台

ロータリ除雪車 2.2m級 1台

帯広開発建設部　（ 道 東 圏 ）

除雪トラック 10t級、6×6、IGSM 1台

ロータリ除雪車 2.2m級 1台

旭川開発建設部　（ 道 北 圏 ）

除雪トラック 10t級、6×6、IGSM 1台

ロータリ除雪車 2.2m級 1台

函館開発建設部　（ 道 南 圏 ）

除雪トラック 10t級、6×6、IGSM 1台

除雪グレーダ 4.0m級 1台

ロータリ除雪車 2.2m級 1台

札幌開発建設部　（ 道 央 圏 ）

注 ： 都市型の除雪に対応するため
除雪グレーダを追加配備

注 ： 現場条件を考慮し、除雪断面が広いロータリ
除雪車（2.6m級、294kW級）に規格変更

除雪トラック 10t級、6×6、IGSM 1台

ロータリ除雪車 2.6m級、294kW級 1台

網走開発建設部　（ 網走・釧路地方）

予防的通行規制区間予防的通行規制区間

【凡例】【凡例】

除雪トラック 10t級、6×6、IGSM 5台

除雪グレーダ 4.0m級 1台

ロータリ除雪車 2.2m級 4台

ロータリ除雪車 2.6m級、294kW級 1台

計 11台

除雪体制強化に伴う除雪機械の増強台数

■予防的通行規制区間

大雪時に急な登り坂で大型車等が立ち往生しやすい
峠部26区間433kmを予防的通行規制区間として設定。

取組（1）躊躇ない予防的・計画的な通行規制



国土交通省

北海道開発局道路情報収集の高度化（試行中）
【みちレポ】
〇北海道地区「道の駅」連絡会が主催する北海道「道の駅」デジタルスタンプラリー『みち・レ・ポ』の試行に併せて、
北海道開発局では同サイトから高規格道路や国道の異常気象や災害に伴う通行止め情報等を提供。また、同サイト利用者
が発見した道路異常（道路破損、悪天候によるトラブル等に関する情報）を投稿する機能も備え、迅速な道路維持管理に
活用。
【走行車両事象検知システム】
〇AI技術を活用してCCTVカメラの映像を解析し、走行車両の異常事象（停止・混雑・低速）を自動検知を試行。

利用者道路管理者
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（URL：https://michi-repo.com）■みちレポ
道の駅スタンプラリー機能

道路情報提供機能

・スマートフォンで参加可能な「道の駅」デジタルスタンプラリー
●主催：北海道地区「道の駅」連絡会
●試行期間：令和3年4月24日～令和4年3月21日
●令和3年12月現在の登録者数：11,200名

■走行車両事象検知システム

道路異常の投稿機能

・スタンプラリー参加者が道路管理者に道路の異常を投稿
・道路管理者は迅速な道路維持管理に活用

・北海道開発局twitterで発信している通行止め情報をスタン
プラリー参加者に提供

利用者道路管理者

通行止め情報twitter

道路情報投稿フォーム

１）停止車両検知

道路上の車両をAIで検出し、停止車両を検知

２）車両混雑検知

あらかじめ設定した車両台数を超過した場合に車両混雑と判定

３）低速車両検知
著しく走行速度が低下している車両を検知

実際のカメラ画像
※予防的通行規制区間(全26区間)を含む約200台のCCTVカメラで試行

AI技術を活用してCCTVカメラの映像を解析
走行車両の異常事象を自動検知

取組（２）速やかな状況把握、乗員保護対応



国土交通省

北海道開発局

◯立ち往生が発生した場合、要因となったスタック車両や事故車両まで到達できない場合があるため、予めスタック車
両等が発生するおそれがある場合、気象状況等を勘案し必要に応じて救出用機械を事前配備し、早期に救出に迎える
ようにすることで立ち往生の拡大防止、早期解消を図ります。

○万が一立ち往生が発生した場合を想定し、関係機関（運輸局、NEXCO東日本、自治体）と連携し乗員保護を目的とし
た体制の構築、防災訓練を実施しています。

◯災害対策基本法に基づき、大規模災害時において緊急車両の通行を確保する必要がある場合には、立ち往生対策とし
て道路管理者が区間を指定して自ら放置車両・立ち往生車両等の移動を行います。また、中央分離帯緊急開口部（ワ
イヤロープ式防護柵）を取り外し車両誘導を行い、車両滞留を速やかに解消します。

立ち往生対策としての救出用機械の事前配備、乗員保護対応、放置車両等の移動
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■乗員保護を目的とした体制の構築、防災
訓練の実施

■災害対策基本法に基づく車両移動

立ち往生が発生した場合、中央分離帯緊急開
口部（ワイヤロープ式防護柵）を取り外し車
両誘導を行い、車両滞留を速やかに解消しま
す。

緊急通行車両の通行を確保する必要がある場合
は、災害対策基本法に基づき、道路管理者が区
間を指定して、放置車両・立ち往生車両等の移
動を行います。

放置車両・立ち往生車両の移動状況（訓練） ワイヤロープ式防護柵の撤去状況（訓練）

取組（２）速やかな状況把握、乗員保護対応

関係機関（運輸局、NEXCO東日本、自治
体）と連携し乗員保護を目的とした体制を
構築しています。

大規模滞留における乗員保護対応状況（訓練）

■ワイヤロープ式防護柵を取り外し車両誘導



国土交通省

北海道開発局関係機関との連携やSNS、ラジオ放送の活用による情報提供

○｢数年に一度の猛吹雪｣や｢記録的な大雪｣などの悪天候が予想される場合に、北海道開発局、北海道運輸局、札幌管
区気象台及びNEXCO東日本が連携し、注意喚起を目的として、最新の気象情報や立ち往生時の注意点及び通行止め
が行われる可能性の高い国道区間などの情報を緊急的に報道発表します。

○通常の報道発表に加えて、繰り返しＳＮＳやラジオ放送を活用し、プッシュ型の情報発信を実施します。
○万が一立ち往生が発生した場合には、定期的に滞留排出の進捗状況等を情報提供します。
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■気象台、運輸局及びNEXCO東日本と
連携した緊急発表

■ＳＮＳ（Twitter）による情報提供

・国道の通行止め情報や災害情報
をツイート

・大雪時は外出抑制、立ち往生発
生状況等を情報発信

[フォロワー数は13,600(令和3年12月現在)]

こちらからご覧になれます https://twitter.com/hkd_milt_road

■ラジオ放送の活用による情報提供

（公財）日本道路交通情報センター（JARTIC）
と連携して「数年に一度の猛吹雪」などの悪天
候が予想される場合には、気象情報や注意喚起
情報などを繰り返し情報発信します。

●外出抑制の注意喚起

「不要不急の外出は避けていただくとともに、
万全な備えをお願いします。」

情報発信の例

●広域迂回、防災行動の注意喚起
「○ ○は立ち往生の恐れがあります。比較的

天候が安定している□□への迂回をご検討く
ださい。」

取組（３）繰り返しの呼びかけ、滞留車等への情報提供



国土交通省

北海道開発局北海道地区道路情報（Webページ）、道路情報板による道路情報の提供
○「北海道地区道路情報（Webページ）」では通行止め情報（国道・道道）、国道のカメラ画像等を提供します。
○「メール配信サービス」では国道及び北海道開発局が管理する高速道路の通行止め情報を提供します。
◯「通行止め解除予告」を１時間前を目途に実施します。（道路情報板、メール配信サービス、SNS等で情報提供）
◯立ち往生の発生リスクがある峠区間や過去に立ち往生が発生した区間において、道路情報板により注意喚起します。

▼国道のカメラ画像提供

■北海道地区道路情報（Webページ）
▼通行止め情報の提供

取組（３）繰り返しの呼びかけ、滞留車等への情報提供

地図上で規制箇所を表示

規制箇所ごとに
・区間・延長
・解除予定日時
・迂回路などの情報表示

https://info-road.hdb.hkd.mlit.go.jp/RoadInfo/
こちらからご覧になれます

■メール配信サービス

(ｽﾏﾎ)http://info-road.hdb.hkd.mlit.go.jp/sp/mail.html
(ｹｰﾀｲ)http://info-road.hdb.hkd.mlit.go.jp/m/m/mail/index.html
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・約120台の国道カメラ画像を提供
・気象状況や路面状況を5分間隔で
更新のためリアルタイムに近い状
態が確認可能

メール登録者に
・通行止め開始
・解除予告
・解除 の情報を速やかに配信
[登録者数は27,700人(令和3年12月現在)]

通行止め情報の詳細を提供

こちらからご覧になれます

■道路情報板による注意喚起
立ち往生の発生リスクがある峠区間や過去に立ち往生が発
生した区間において、道路情報板により注意喚起を行いま
す。



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

北海道開発局ホームページへはこちらから。

（参考）
令和3年度 今冬の除雪体制について
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国土交通省

北海道開発局今冬の除雪体制について

北海道内の直轄国道除雪延長は 6,823kmであり、153箇所の除雪基地と1,070台の除雪機械により除雪体制を確保

除雪基地・機械配置状況

除雪延長 ６，８２３ｋｍ
除雪基地 １５３箇所
除雪機械 １，０７０台
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開発建設部

開発事務所
道路事務所
除雪ステーション

（除雪基地）

【 凡例 】



国土交通省

北海道開発局

安全で円滑な冬期道路交通の確保を図るため、気象状況や交通状況等を踏まえて実施

気象状況や交通状況を踏まえた除雪作業

気象状況、交通状況等を勘案し、
道路交通に支障をきたすおそれが
ある場合に実施。

新 雪 除 雪 運 搬 排 雪

堆積した雪により必要な車道幅員の確保が
困難となり、引き続き降雪の増加が予想され
る場合等、道路交通に支障をきたす場合に
実施。

歩 道 除 雪

降雪等により、必要な区間において、
歩行者の通行に支障がある場合に実
施。

凍結防止剤散布 拡 幅 除 雪路 面 整 正

凍結が発生しやすい区間を対象とし、
路面状況に応じて散布を実施。

連続降雪による圧雪成長や路面残雪により、
放置すると道路交通の確保が困難な状態とな
るおそれがあり、路面の平坦性を確保する必
用のある場合に実施。

堆積した雪により必要な車道幅員及び堆雪幅
が確保されておらず、道路交通に支障をきた
すおそれがある場合、又は新雪除雪の実施が
困難な場合に実施。
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国土交通省

北海道開発局

○都市部の除雪作業は、安全・快適な朝の通勤通学のために、交通量の
少ない深夜から早朝にかけて作業を行いますので、除雪作業に伴う
振動や騒音の発生にご理解願います。

○路上駐車は、円滑な除雪作業の妨げになるだけでなく、通行できる幅が

狭くなり、事故や交通渋滞の要因になりますので、ご遠慮願います。

○道路への雪出しは法律違反であり、事故や通行障害の原因となります

ので、自宅内の雪は道路に出さないようお願いします。

○除雪車が通った後は、間口に雪が残る場合があります。間口に残った雪は

ご家庭で処理をお願いします。

○市街地の交差点及び郊外の坂等に砂箱を設置しています。路面が凍結

している場合等において砂まきにご協力願います。

除雪作業へのご理解とご協力のお願い
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国土交通省

北海道開発局

シュート投雪自動制御改良【場所；国道38号狩勝峠】
一般道における衛星不感地帯対策検討と検証（INS、磁気マーカ、LiDAR）
安全対策機能改良（周辺探知技術）
ロータリ除雪車（除雪装置自動制御付）の実働配備（Ｒ４年度予定）に向けた、自動制御用３Ｄマップデータ作成
映像鮮明化装置の実働配備（Ｒ３年度冬から運用開始）と検証、高度化検討開始
凍結防止剤散布作業支援システム 一般道実験

i-Sｎow

H29
（2017）

H30
（2018）

R01
（2019）

R０2
（2020）

R０3
（2021）

R０4
（2022）

R０5～
（2021～）

準天頂衛星

省力化メニュー
• ３Ｄマップデータ(1)
（ＭＭＳ）

• 運転支援(２)
（除雪ナビ、衛星測位補完）

• 除雪装置(３)
（ロータリ装置、投雪装置）

• 安全対策(４)
（周辺探知、映像鮮明）

・打ち上げ
（４機体制）

• 衛星測位
情報

• 不感地帯
の把握

• 映像鮮明化技術調査検討(４)

知床峠
実験

(２)(３)

• 支援ナビ市場調
査(１)(２)

• 周辺探知技術市
場調査(４)

４月延期⇒
11月運用開始

知床峠
実験
(２)(３)

• 衛星不感地帯の補完技術(1)及び周辺探知技術の検討(3)

• ３Dマップデータ取得（知床峠） (１) • 実証試験向けマップデータ取得（一般道） (１) ・実働配備向けマップデータ取得（一般道） (１)

• 運転支援ガイダンスと投雪装置制御システム開発改良(２)(３)

実働配備

一般道実験(４)

一般道
実験
（２)(３)
（４）

映像鮮明化実働配備

一般道
実験
（２)(３)
（４）

一般道
実験
（２)(３)
（４）

11月末
補強対象衛星数

11機→最大17機

自動操作高度化検討
（２)(３)（４）

一般道
実験
（２)(３)
（４）

映像鮮明化高度化検討(４)

一般道実
験(４)

凍結防止剤散布作業支援システム一般道実験

自動操作対象車種
拡大検討 （１)(２)（４）

令和３年度の取組
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国土交通省

北海道開発局i-Sｎow

（４）自動制御用３Dマップデータ作成

習い制御

雪堤高さ検知

（１）シュート投雪自動制御改良
・自動制御時微調整機能追加
・習い制御用ﾃﾞｰﾀ作成期間短縮化
・雪堤高さ検知ｼｭｰﾄ制御精度向上

（２）みちびき不感地帯対策検討
・車両慣性航法システムの検証
・磁気マーカシステムの検証
・LiDARによる覆道計測の実施

（３）安全対策機能改良
・ミリ波レーダ車両検知改良

LiDARによる計測イメージ

狩勝峠覆道

ミリ波レーダ

後方接近車両

ミリ波レーダ車両検知システム
（寒地土研と共同）

ガイダンス画面（警告時）

(1)

（５）映像鮮明化装置
・実働配備と検証
・映像鮮明化高度化検討

(2) (3)

3D-LiDAR

映像鮮明化
高度化検討

元映像（視界不良）

鮮明化処理（カラー）

物体検知（ＡＩ）

(5)

（６）凍結防止剤散布作業支援システム
・支援システムの実装試行の実施

（１）シュート投雪自動制御改良【場所；国道38号狩勝峠、落合チェーン着脱場、期間；１月下旬～2月中旬予定】
① 雪質や風の影響による、投雪距離の変化に対応するため、自動制御時の除雪装置の微調整機能を追加
② 習い制御用データ作成期間の短縮化の検討 ③ 雪提高さ制御の微小制御の改善

（２）みちびき不感地帯対策検討【重要課題】 【場所；国道38号狩勝峠、落合チェーン着脱場、期間；１月下旬～2月中旬予定】
除雪区間には樹木、ビル、高架、トンネル等が影響し、様々な不感地帯が存在することから、加速度センサー等を用いた車両慣性航法

システム(INS)、磁気マーカシステム、3D-LiDARによる自己位置推定（LiDAR-SLAM）による実験を行い不感地帯対策の可能性を検証

（３）安全対策機能改良（周辺探知技術）【場所；落合チェーン着脱場、期間；１月下旬～2月中旬予定】
ミリ波による車両検知について、曲線部では走行車線外を誤認識するなど課題もあり、更なる精度向上の改良結果を検証

（４）実働配備に向けた調査検討
「ロータリ除雪車（除雪装置自動制御付）」の実働配備（Ｒ４年度予定）に向けた、自動制御用３Ｄデータ未整備区間のデータを作成

（５）映像鮮明化装置
映像鮮明化装置の実働配備（全道10台）、映像鮮明化高度化検討（試行実験9台 ※AI搭載型試行）

（６）凍結防止剤散布作業支援システム
凍結防止剤散布支援システムについて、一般道で実装試行を実施（全道8台）

令和３年度の取組
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